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衆
議
院
議
員
青
木
愛
君
提
出
安
倍
総
理
の
ト
ッ
プ
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ー
ル
ス
に
よ
る
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技
術
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込
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質
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一
及
び
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
原
発
受
注
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
平
成
二
十
五
年
五
月
二
日
及
び
同
月

三
日
（
現
地
時
間
）
の
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
ト
ル
コ
共
和
国
訪
問
に
際
し
て
、
同
国
政
府
か
ら
、
同
国
の
シ
ノ
ッ
プ

原
子
力
発
電
所
建
設
事
業
に
つ
い
て
、
日
本
企
業
等
に
排
他
的
交
渉
権
を
付
与
す
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
た
。
今
後
、
同
事
業

に
係
る
契
約
に
つ
い
て
は
、
同
国
政
府
と
日
本
企
業
等
と
の
間
で
交
渉
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
の
、
現
時
点
で
は
、

同
国
政
府
と
日
本
企
業
等
と
の
間
で
同
事
業
に
係
る
契
約
は
結
ば
れ
て
い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。

な
お
、
政
府
と
し
て
は
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
経
験
と
教
訓
を
世
界
と
共
有
す
る
こ
と

に
よ
り
、
世
界
の
原
子
力
安
全
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
我
が
国
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
原
子

力
発
電
所
の
輸
出
に
つ
い
て
は
、
相
手
国
の
事
情
や
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
世
界
最
高
水
準
の
安
全
性
を
有
す
る
技
術
の
提

供
を
今
後
と
も
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

三
に
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て

一



我
が
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
輸
出
に
つ
い
て
は
、
輸
出
先
の
国
等
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
安
定
化
、

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
等
の
国
際
貢
献
の
観
点
に
加
え
、
我
が
国
産
業
の
成
長
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
り
、
政
府
と
し

て
は
、
今
後
と
も
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
海
外
に
お
け
る
実
証
事
業
、
専
門
家
派
遣
等
の
人
材
育
成
事
業
等
の
取

組
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
輸
出
を
促
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

二


